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学位論文内容の要旨 

１．論文の主旨 

 

 『日台大辞典』は、日本統治時代の 1907 年に台湾で出版された日台対訳辞書である。編纂・

発行は台湾総督府名義となっているが、編纂責任者は、当時総督府編集官の職にあった小川尚

義である。『日台大辞典』は、当時出版された日本語-台湾語対訳辞書(見出し語が日本語で、語

釈が台湾語の辞書。未完のものは除く)の中で 大の規模を誇るもので、42186 語を収録してい

る。採録語の多さや出版当時の時代背景を考えると、当時の台湾における日本語、台湾総督府

によって行われた日本語教育、日本人による日本語研究と台湾語研究について考える上で、本

辞書の研究は欠くことの出来ないものだと言える。 

『日台大辞典』は、小川尚義による台湾語研究の部分と、日台対訳辞書の部分からなる。従

来の研究では、台湾語研究の部分の評価が高いこともあり、対訳辞書の部分においても、訳語

として記された台湾語が注目されてきた。しかし、『日台大辞典』に記されている日本語につい

ては、あまり研究がなされていない。また、台湾語訳語に付された日本語の仮名文字による発

音表記(「台湾語仮名表記」)については、いくつかの先行研究があるものの、台湾語の発音記

述の正確さや、その表記の変化過程などの点で、考察の余地が残されている。 

そこで本論文では、『日台大辞典』の日本語を多角的に見るべく、見出し語となっている日本

語、台湾語仮名表記、編纂責任者・小川尚義の言語観などに着目して考察を行った。その方法

は一次資料に直接にあたりそこから採取した用例に基づくという実証で貫ぬいた。その結果、

以下の点を明らかにした。 

 

（１）『日台大辞典』が当時の口語や新語・実用語をふんだんに取り入れていること 

（２）その中に編纂者小川尚義の愛媛方言までも含まれていると推定できること 

（３）『日台大辞典』が明治期の日本語資料としても貴重であること 



（４）台湾語を仮名表記する際の方針変遷に三期に区分できること 

（５）小川尚義が台湾語の仮名表記に大きな影響力をもっていたこと 

（６）小川尚義の表記方針は極めて表音主義、実用主義であること 

（７）上田万年の影響も認められること 

（８）台湾における初期の日本語教育史における『日台大辞典』の位置づけ 

 

以上はこれまで全く知られていない事実であり、これらを明らかにした学術的価値は高いと

思う。 

 

２．論文の構成 

 

本論文の構成と概要は、次の通りである。 

第１章 はじめに 

第２章 『日台大辞典』の資料性 

第３章 『日台大辞典』と先行辞書の比較 

第４章 『日台大辞典』の方言語彙 

第 5章 『日台大辞典』の見出し語の音韻的特色 

第 6章 『日台大辞典』における台湾語仮名表記 

第 7章 日本統治時代における台湾語仮名表記の変化過程―オ段長音表記の分析を通して― 

第 8章 小川尚義の言語研究観と『日台大辞典』の位置づけ 

第 9章 結論 

 

３．論文の内容 

 

「第 1章 はじめに」では、本論文の目的、対象を示し、先行研究の問題点を指摘した。 

「第 2章 『日台大辞典』の資料性」では、『日台大辞典』は当時の実情に合わせて新語(「カ

ンキリ」など)に逸早く対応しており、日本語資料としての有用性を持つことを指摘した。 

「第 3章 『日台大辞典』と先行辞書の比較」では、『日台大辞典』と、『日台大辞典』編纂

時に参考にされた 5冊の先行辞書(『和英語林集成』『言海』『帝国大辞典』『日本大辞林』『こと

ばのいづみ』)との比較を行い、『日台大辞典』の見出し語、用例、語釈には、台湾での日常生

活を念頭に置いた、実用性への配慮が見られることを指摘した。 

「第 4章 『日台大辞典』の方言語彙」では、『日台大辞典』には、愛媛方言語形の見出し語(「コ

イイ(濃)」など)や、愛媛方言で使用される意味が挙げられている見出し語(「オオチャク(横着)」な

ど)が、少なからず採録されていることを指摘した。そして、それには、編纂者の小川尚義が愛媛方言

話者であることが、関わっていると考えられることを述べた。 

「第 5章 『日台大辞典』の見出し語の音韻的特色」では、『日台大辞典』には、共通語形の

語中の「ア」が「ヤ」になっている見出し語(「イロヤイ(色合)」など)があることを指摘し、

音韻面から考察した。そして、それらの「ヤ」を用いた語形が採録された理由として、「見出し

語の実用性の重視」と「愛媛方言との相似性」を挙げた。 

 「第 6章 『日台大辞典』における台湾語仮名表記」では、台湾語仮名表記の中で も特徴



的な「オ」「ヲ」を用いた表記に注目して、『日台大辞典』における書き分けの状況、及び「オ」

「ヲ」を用いた表記と台湾語の発音との対応関係について検証した。そして、次の 2点を明ら

かにした。 

 

①『日台大辞典』の「オ」「ヲ」の書き分けは、小文字の「オ」「ヲ」を除き、オ段長音にのみ

見られるもので、厳密な音声的条件によるものではない。 

②台湾語オ段長音表記には、当初、「オ段音＋オ」と「オ段音＋ウ」があったが、「オ段音＋ウ」

表記は、小川尚義によって、「オ段音＋ヲ」に変更された。この変更は、台湾での「国語」教

育で使用された日本語仮名遣いの変更に影響されたものである。 

  

 「第 7章 日本統治時代における台湾語仮名表記の変化過程―オ段長音表記の分析を通して

―」では、日本統治時代の台湾で出版された台湾語関係書籍を対象として、台湾語オ段長音

表記の実態を分析し、台湾語仮名表記の変化過程を、「草創期(1895～1901)」「定着期(1901

～1931)」「成熟期(1931～1945)」の三期に分けた。 

また、各期の変わり目には、小川尚義が関わっていることを指摘し、小川尚義は台湾語仮名

表記の変遷において重要な人物であることを述べた。 

 「第 8章 小川尚義の言語研究観と『日台大辞典』の位置づけ」では、小川尚義の言語研究

観について、小川尚義が主張した日本語仮名遣いと台湾語仮名表記から、表音主義と実用性重

視の精神を指摘した。そしてこの言語研究観には、帝国大学文科大学博言学科で小川に近代言

語学を授けた上田万年の影響があることを述べた。また、日本統治時代の台湾における日本語

研究、台湾語研究の中で、『日台大辞典』がどのように位置づけられるかを考察し、次の 2点を

指摘した。 

 

①『日台大辞典』の台湾語仮名表記は、台湾語仮名表記の定着期(1901～1931)において、模範

的な存在であった。 

②『日台大辞典』は、台湾語の基準に厦門音を採用した 初の辞書である。厦門音の採用は、

後の多くの台湾語関係書籍で踏襲された。  

 

 「第 9章 結論」では、各章のまとめと今後の展望を示した。 

 なお、本研究は、従来の研究とは異なり、日本語研究の観点から『日台大辞典』を考察した

点で独創的である。また、日本統治時代の台湾における日本語を研究する上で、『日台大辞典』

が資料的価値を有することを証明した点、当時の言語政策に、小川尚義が多大なる影響を及ぼ

していたことを明らかにした点で、極めて高い学術的意義を有するものである。 

 
 

 学位論文審査結果の要旨 

 

 学位審査会は 2 月 8 日午後 5 時 45 分より文学部会議室にて開催された。委員として江口泰

生、台湾語音韻にも造詣の深い辻星児、近代日本語史を専門とする京健治、明治期の国語教育

国語思想に造詣のある西山康一、また学位申請者林美秀の修士課程までの指導教員で明治期日



本語の専門家である下河部行輝氏を外部招聘委員として、計５名によって審査を行った。 
 本論文はＡ４版 168P（原稿用紙 500 枚程度）付録資料 65P からなる重厚な論文である。台

湾における明治期日本語教育の一端について『日台大辞典』や他の一次資料を精査し、以下の

点を明らかにしている。 
 
・『日台大辞典』が当時の口語（ガス＝屁）や新語（カンキリなど）を大量に取り込んでおり、

『日本国語大辞典』の初出例よりも早い用例を大量に採取することができる。 

・統治における行政用語や医学用語、教育関係用語、商売関係用語などの実用語は先行辞書に

は収録がないにも関わらず大量に掲載している。 

・それらの中に「濃いい」「かえこと（交換）」「いそしい（勤勉）」など、方言色豊かな語彙が

散見される。西日本一帯に分布する語彙であるが、特に愛媛方言色が強い。これは編纂者小川

尚義の愛媛方言が含まれているのではないかと推定できる。 

・このような目でみると、「バヤイ（場合）」「デヤイ（出会い）」など、ア行がヤ行へかわる現

象も所謂共通語と条件が異なっていて、愛媛方言色の強いものとして位置づけることができる。 

・上記のとおり、『日台大辞典』は明治期の日本語資料としても大変、貴重である。 

・オ列長音をオウ表記からオヲ表記に変更されたのは小川尚義の影響によるものである。 

・台湾語を仮名表記する際の方針を調査してみると、「草創期(1895～1901)」「定着期(1901～

1931)」「成熟期(1931～1945)」三期に区分できる。 

・これらの画期にあたっても小川尚義の表記論が影響を与えた。 

・小川は台湾語の仮名表記に大きな影響力をもち、台湾統治時代の日本語教育史を述べるうえ

で欠くことのできない人物である。 

 
 本論文の学術的価値の第一点は、従来、『日台大辞典』は掲載された台湾語の研究に重点が置

かれてきたが、日本語の研究対象としたという着想の独創性である。 
 第二点は、上述のような従来全く知られてない事実を明らかにした点にある。これらの結論

の一部は既に安田敏朗『「国語」の近代史』（中公新書）などに好意的に取り込まれており、高

い評価がなされているものと見てよい。富士ゼロックス小林奨学金の支援も行われている。 
 第三点は本論文は全てが徹底した実証に貫かれているという点である。『日台大辞典』はもち

ろん、他の日本語教育関係資料 80 点の原本に当たり、用例に直接あたって収集分類した点、

着実な研究成果として他の追随をみないものである。今後、これらの資料を活用し、日本語研

究の立場から台湾における日本語教育史の実証的な研究に展開できるものと想像され、将来性

豊かな研究であることも疑いない。 
 調査が『日台大辞典』全語彙の悉皆調査ではない点、愛媛方言限定として見なして良いかと

いう点、小川尚義以外の編集関係者の関与、台湾語音声との関係などにおいて、行論に飛躍の

あるところもないわけではないが、日本の図書館だけでなく広く台湾の図書館を実地に調査し

てまわり、台湾語と日本語の両方に目配りした研究は誰にでもできるものではなく、その成果

は高く評価して良いものと思われる。 
 本論文は博士の学位として十分に評価に値するものであり、これを認定することについて全

員一致で合意した。 
 




